
(57)【要約】

【課題】構造が簡単、強固で長期間の使用に耐え、安価

に得られる蓄電池用提手構造を提供する。

【解決手段】握り部１８とその両側の脚部２０が枠形状

に形成された提手１４と、その提手１４を電槽の開口部

を閉じる電槽蓋１２に回動自在に支持する回動軸部１６

とを備えた蓄電池用提手構造において、前記回動軸部１

６が提手１４の両脚部２０の内側壁に両脚部２０を連結

するように突設された支持軸２４と、電槽蓋１２に支持

軸２４の軸線に平行な面に沿って開口するように形成さ

れ、挿入された支持軸２４を回動自在に支持する凹溝２

６と、支持軸２４が挿入された凹溝２６の開口を覆って

閉じる閉塞部材とで構成される。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
握 り 部 と そ の 両 側 の 脚 部 が 枠 形 状 に 形 成 さ れ た 提 手 と 、 そ の 提 手 を 電 槽 の 開 口 部 を 閉 じ る
電 槽 蓋 に 回 動 自 在 に 支 持 す る 回 動 軸 部 と を 備 え た 蓄 電 池 用 提 手 構 造 に お い て 、 前 記 回 動 軸
部 が 提 手 の 両 脚 部 に 設 け ら れ た 支 持 軸 と 、 電 槽 蓋 に 支 持 軸 の 軸 線 に 平 行 な 面 に 沿 っ て 開 口
す る よ う に 形 成 さ れ 、 挿 入 さ れ た 支 持 軸 を 回 動 自 在 に 支 持 す る 凹 溝 と 、 支 持 軸 が 挿 入 さ れ
た 凹 溝 の 開 口 を 覆 っ て 閉 じ る 閉 塞 部 材 と で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 蓄 電 池 用 提 手 構 造
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 回 動 軸 部 の 支 持 軸 が 提 手 の 両 脚 部 の 内 側 壁 に 両 脚 部 を 連 結 す る よ う に 突 設 さ れ 、 支 持
軸 が 挿 入 さ れ た 凹 溝 の 開 口 が 両 脚 部 間 に お い て 、 電 槽 蓋 に 形 成 さ れ た 排 気 室 上 面 を 覆 う 排
気 覆 蓋 の 一 部 で 覆 わ れ て 閉 じ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 蓄 電 池 用 提 手 構
造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 構 造 が 簡 単 、 強 固 で 安 価 な 蓄 電 池 用 提 手 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 自 動 車 用 の 蓄 電 池 は 鉛 を 主 原 料 に し て い る た め 、 重 量 物 で あ り 、 運 搬 そ の 他 の 取 り
扱 い が 容 易 な よ う に 、 種 々 の 提 手 構 造 が 提 案 さ れ 使 用 さ れ て い る 。 大 型 蓄 電 池 用 の 提 手 構
造 は 、 蓄 電 池 の 重 量 が 重 い た め 、 両 手 で 持 つ こ と が で き る よ う に 、 提 手 が 電 槽 の 外 側 壁 に
設 け ら れ 、 提 手 が 突 出 す る こ と に よ る ス ペ ー ス が 確 保 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ れ に 対
し て 、 中 、 小 型 蓄 電 池 用 の 提 手 構 造 は 、 蓄 電 池 が 大 型 蓄 電 池 よ り も 軽 量 な た め 、 片 手 で 持
つ こ と が で き る よ う に 、 提 手 が 電 槽 の 開 口 部 を 閉 鎖 す る 電 槽 蓋 に 設 け ら れ て い る 場 合 が 多
い 。 と こ ろ が 、 こ の 種 蓄 電 池 用 提 手 構 造 の よ う に 、 提 手 が 電 槽 蓋 に 設 け ら れ て い る と 、 電
槽 蓋 か ら 上 方 に 突 出 す る の で 、 蓄 電 池 を 自 動 車 等 の 狭 い ス ペ ー ス に 搭 載 す る こ と が 容 易 で
な く 、 ま た 、 搭 載 後 、 他 の 自 動 車 部 品 と 接 触 し て 干 渉 す る 恐 れ が あ り 、 更 に 、 保 管 等 の 際
、 積 み 重 ね る と き の 邪 魔 に な る 。 そ こ で 、 こ の 種 の 蓄 電 池 用 提 手 構 造 の 多 く は 、 提 手 が 電
槽 蓋 に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 蓄 電 池 を 運 搬 等 し な い 場 合 に は 、 横 に 倒 し て 電 槽 蓋 の 上 面 か
ら 飛 び 出 る の を 防 止 し 、 嵩 張 ら な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 蓄 電 池 用 提 手 構 造 と し て は 、 図 ７ 、 ８ に 示 す も の が あ る 。 こ の 蓄 電 池 用 提 手 構
造 は 、 握 り 部 ２ と そ の 両 側 の 脚 部 ３ が コ 字 状 の 枠 形 状 に 形 成 さ れ た 提 手 １ と 、 そ の 提 手 １
を 電 槽 ４ の 開 口 部 を 閉 じ る 電 槽 蓋 ５ に 回 動 自 在 に 支 持 す る 回 動 軸 部 ６ と を 備 え 、 前 記 回 動
軸 部 ６ が 提 手 １ の 両 脚 部 ３ の 内 側 壁 に 内 方 に 向 け て 突 設 さ れ た ２ 個 の 支 持 ピ ン ７ と 、 電 槽
蓋 ５ の 中 央 高 位 部 ５ ａ の 両 側 部 に 、 支 持 ピ ン ７ の 軸 線 に 垂 直 な 面 に 沿 っ て 開 口 す る よ う に
横 設 さ れ 、 横 方 向 か ら 挿 入 さ れ た 前 記 支 持 ピ ン ７ を 回 動 自 在 に 支 持 す る ２ 個 の 横 穴 ８ と を
有 す る 構 成 に な っ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
蓄 電 池 用 提 手 構 造 の 他 の 例 と し て は 、 電 槽 の 開 口 部 を 閉 じ る 電 槽 蓋 の 上 面 に 対 称 的 に ２ 個
の 提 手 が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る も の で 、 前 記 提 手 が 樹 脂 か ら 構 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 電 槽
蓋 の 上 面 に 対 し て 折 り 曲 げ 可 能 と さ れ た 肉 薄 部 か ら な る ヒ ン ジ 部 を 介 し て 前 記 電 槽 蓋 の 上
面 に 回 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ る 構 成 の も の が あ る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
蓄 電 池 用 提 手 構 造 の 更 に 他 の 例 と し て は 、 電 槽 の 開 口 部 を 閉 じ る 電 槽 蓋 の 上 面 に 対 称 的 に
２ 個 の 提 手 が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る も の で 、 電 槽 蓋 の 上 面 に 対 称 的 に 向 か い 合 う よ う に ２
個 の 提 手 受 入 部 が 形 成 さ れ 、 ２ 個 の 提 手 が 樹 脂 か ら 構 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 電 槽 蓋 の 上 面
に 対 し て 折 り 曲 げ 可 能 と さ れ た 肉 薄 部 か ら な る ヒ ン ジ 部 を 介 し て 差 込 部 を 有 し 、 各 提 手 の
差 込 部 が 前 記 提 手 受 入 部 に そ れ ぞ れ 横 方 向 か ら 脱 着 可 能 に 嵌 着 さ れ 、 前 記 電 槽 蓋 に 提 手 が
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回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 構 成 の も の が あ る （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ １ － ２ ５ ０ ９ ６ ６ 号 公 報 （ 第 ２ 頁 上 段 右 欄 の 全 記 載 事 項 及 び 第 １ 、 ２ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
実 公 平 ５ － ３ １ ８ ０ ６ 号 公 報 （ 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 、 図 １ 、 ３ 図 ）
【 特 許 文 献 ３ 】
登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ２ ２ １ ５ ２ 号 公 報 （ 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 、 図 １ 乃 至 図 ４ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 蓄 電 池 用 提 手 構 造 は 、 回 動 軸 部 ６ を 形 成 す
る 際 、 提 手 １ の 両 脚 部 ３ を 広 げ て 支 持 ピ ン ７ を 横 穴 ８ に 挿 入 す る こ と が で き る よ う に 、 提
手 １ は 容 易 に 撓 む こ と が で き る 華 奢 な 構 造 の も の で 形 成 す る 必 要 が あ る 。 そ う す る と 、 提
手 構 造 の 強 度 が 弱 く な り 、 蓄 電 池 の 重 量 が 重 く な っ て く る と 、 蓄 電 池 を 持 ち 運 ぶ 際 、 提 手
１ が 撓 ん で 回 動 軸 部 ６ の 支 持 ピ ン ７ が 横 穴 ８ か ら 抜 け た り 、 提 手 １ 自 体 が 壊 れ た り し て 、
蓄 電 池 を 持 ち 運 ぶ こ と が で き な く な る 等 、 提 手 構 造 の 機 能 を 失 う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 蓄 電 池 用 提 手 構 造 は 、 提 手 を 電 槽 蓋 に 回 動 自 在 に 支 持 す る
ヒ ン ジ 部 が 樹 脂 の 肉 薄 部 か ら な る た め 、 ヒ ン ジ 部 が 華 奢 で 強 度 が 弱 く 、 蓄 電 池 の 重 量 が 重
く な っ て く る と 、 蓄 電 池 を 持 ち 運 ぶ 際 、 ヒ ン ジ 部 に 大 き な 力 が 加 わ り 、 ヒ ン ジ 部 が 壊 れ 、
蓄 電 池 を 持 ち 運 ぶ こ と が で き な く な る 等 、 同 様 に 提 手 構 造 の 機 能 を 失 う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
更 に 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 蓄 電 池 用 提 手 構 造 は 、 提 手 を 電 槽 蓋 に 回 動 自 在 に 支 持 す る
ヒ ン ジ 部 が 樹 脂 の 肉 薄 部 か ら な る た め 、 特 許 文 献 ２ 記 載 の 提 手 構 造 と 同 様 な 問 題 が あ る ほ
か 、 提 手 の 差 込 部 を 電 槽 蓋 の 提 手 受 入 部 に 脱 着 可 能 に 嵌 着 さ せ る た め 、 構 造 が 複 雑 に な り
、 ま た 部 品 点 数 も 増 え て 提 手 構 造 が 高 価 に な る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 し 、 構 造 が 簡 単 、 強 固 で 長 期 間 の 使 用 に 耐 え 、 安 価 に 得 ら れ る 蓄
電 池 用 提 手 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 蓄 電 池 用 提 手 構 造 は 、 握 り 部
と そ の 両 側 の 脚 部 が 枠 形 状 に 形 成 さ れ た 提 手 と 、 そ の 提 手 を 電 槽 の 開 口 部 を 閉 じ る 電 槽 蓋
に 回 動 自 在 に 支 持 す る 回 動 軸 部 と を 備 え た 蓄 電 池 用 提 手 構 造 に お い て 、 前 記 回 動 軸 部 が 提
手 の 両 脚 部 に 設 け ら れ た 支 持 軸 と 、 電 槽 蓋 に 支 持 軸 の 軸 線 に 平 行 な 面 に 沿 っ て 開 口 す る よ
う に 形 成 さ れ 、 挿 入 さ れ た 支 持 軸 を 回 動 自 在 に 支 持 す る 凹 溝 と 、 支 持 軸 が 挿 入 さ れ た 凹 溝
の 開 口 を 覆 っ て 閉 じ る 閉 塞 部 材 と で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 提 手 の 両 脚 部 を 広 げ る こ と な く 、 提 手 の 支 持 軸 を 電 槽 蓋 側 の 凹
溝 に 円 滑 に 挿 入 す る こ と が 可 能 に な る の で 、 提 手 を 丈 夫 で 剛 性 の あ る 部 材 又 は 構 造 の も の
で 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 凹 溝 の 開 口 を 閉 塞 部 材 で 覆 っ て 閉 じ る 構 造 な の で 、 閉 塞
部 材 と そ の 電 槽 蓋 へ の 取 付 強 度 を 大 き く す る こ と が 可 能 に な り 、 支 持 軸 に 作 用 す る 力 で 閉
塞 部 材 が 凹 溝 か ら 容 易 に 外 れ る よ う な こ と が な く 、 提 手 構 造 の 強 度 が 強 固 に な る 。 従 っ て
、 蓄 電 池 の 重 量 が 重 く な っ て も 、 蓄 電 池 を 持 ち 運 ぶ 際 、 提 手 が 撓 ん で 支 持 軸 が 凹 溝 か ら 抜
け た り 、 提 手 自 体 が 壊 れ た り す る よ う な こ と が な く 、 長 寿 命 で 長 期 間 の 使 用 に 耐 え 、 信 頼
性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 蓄 電 池 用 提 手 構 造 は 、 請 求 項 １ 記 載 の も の に お い て 、 前 記
回 動 軸 部 の 支 持 軸 が 提 手 の 両 脚 部 の 内 側 壁 に 両 脚 部 を 連 結 す る よ う に 突 設 さ れ 、 支 持 軸 が
挿 入 さ れ た 凹 溝 の 開 口 が 両 脚 部 間 に お い て 、 電 槽 蓋 に 形 成 さ れ た 排 気 室 上 面 を 覆 う 排 気 覆
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蓋 の 一 部 で 覆 わ れ て 閉 じ ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 提 手 の 両 脚 部 が 支 持 軸 で 連 結 さ れ て 、 提 手 の 強 度 が 更 に 大 き く
な る ほ か 、 支 持 軸 と 排 気 覆 蓋 の 接 触 面 積 が 大 き く な っ て 蓄 電 池 を 持 ち 上 げ た と き に 支 持 軸
及 び 排 気 覆 蓋 に 作 用 す る 荷 重 が 支 持 軸 の 軸 線 方 向 に 沿 っ た 等 分 布 荷 重 に な り 、 支 持 軸 及 び
排 気 覆 蓋 に 作 用 す る 単 位 長 （ 単 位 面 積 ） 当 た り の 荷 重 が 小 さ く な る の で 、 提 手 構 造 が よ り
強 固 に な り 、 提 手 構 造 の 安 全 性 、 信 頼 性 を 更 に 高 め る こ と が で き る 。 更 に 、 排 気 覆 蓋 の 一
部 が 凹 溝 の 開 口 を 閉 じ る 閉 塞 部 材 を 兼 ね る た め 、 別 個 の 閉 塞 部 材 を 用 意 す る 必 要 が な く な
り 、 提 手 構 造 の 部 品 点 数 、 取 付 工 数 が 少 な く て 済 み 、 提 手 構 造 が 簡 単 で 安 価 に 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 図 面 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 形 態 に 係 る 蓄 電 池 用
提 手 構 造 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ｘ － Ｘ 線 矢 視 断 面 図 、 図 ２ は
図 １ の 提 手 構 造 か ら 排 気 覆 蓋 を 取 り 除 い た 状 態 を 示 す 平 面 図 、 図 ３ は 図 １ （ ａ ） の 回 動 軸
部 の 丸 印 Ａ 部 分 を 拡 大 し て 示 す 右 側 断 面 図 、 図 ４ は 図 ３ の 回 動 軸 部 を 拡 大 し て 示 す 分 解 斜
視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 形 態 の 蓄 電 池 用 提 手 構 造 は 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 電 槽 １ ０ の 上 端 開 口
部 を 閉 じ る 矩 形 状 の 電 槽 蓋 １ ２ の 上 面 に 、 例 え ば 、 対 称 的 に 配 置 さ れ て 電 槽 蓋 １ ２ の 上 面
に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る ２ 個 の 提 手 １ ４ と 、 そ の 提 手 １ ４ を 前 記 電 槽 蓋 １ ２ に 回 動 自 在 に
支 持 す る 回 動 軸 部 １ ６ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
各 提 手 １ ４ は ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 等 の 樹 脂 材 料 か ら 成 り 、 握 り 部 １ ８ と そ の 両
側 の 脚 部 ２ ０ が 図 示 の も の で は コ 字 状 の 枠 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 提 手 １ ４ は 、 コ 字 状 以
外 に 、 半 円 弧 状 、 Ｃ 字 状 、 Ｕ 字 状 、 台 形 状 等 の 枠 形 状 に 形 成 し て も よ い 。 な お 、 電 槽 蓋 １
２ の 上 面 に は 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 提 手 １ ４ を 不 使 用 時 に 、 使 用 時 の 起 立 状
態 （ 図 １ （ ｂ ） の 破 線 状 態 ） か ら 伏 倒 状 態 （ 図 １ （ ｂ ） の 実 線 状 態 ） ま で 回 動 さ せ た と き
に 、 収 納 し て 提 手 １ ４ が 実 質 的 に 電 槽 蓋 １ ２ の 上 面 か ら 飛 び 出 な い よ う に す る た め の コ 字
状 の 凹 部 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
各 回 動 軸 部 １ ６ は 、 図 ３ 、 ４ に 詳 細 に 示 す よ う に 、 提 手 １ ４ の 両 脚 部 ２ ０ の 内 側 壁 に 両 脚
部 ２ ０ を 連 結 す る よ う に 突 設 さ れ た 支 持 軸 ２ ４ と 、 電 槽 蓋 １ ２ の 上 面 に 支 持 軸 ２ ４ の 軸 線
に 平 行 な 面 に 沿 っ て 開 口 す る よ う に 、 図 示 の も の で は 、 上 方 に 開 口 す る よ う に 支 持 軸 ２ ４
の 軸 線 方 向 に 形 成 さ れ 、 挿 入 さ れ た 支 持 軸 ２ ４ を 回 動 自 在 に 支 持 す る 略 半 円 形 状 の 凹 溝 ２
６ と 、 前 記 提 手 １ ４ の 両 脚 部 ２ ０ 間 に お い て 、 支 持 軸 ２ ４ が 挿 入 さ れ た 凹 溝 ２ ６ の 開 口 を
覆 っ て 閉 じ る 閉 塞 部 材 、 例 え ば 、 前 記 電 槽 蓋 １ ２ の 上 に 熱 溶 着 （ Ｈ Ｓ ） 、 超 音 波 、 高 周 波
溶 着 、 接 着 剤 に よ る 接 着 等 の 手 段 で 結 着 さ れ て 電 槽 蓋 １ ２ に 形 成 さ れ た 排 気 室 上 面 を 覆 う
板 状 の 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 一 部 と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
更 に 詳 細 に 説 明 す る と 、 前 記 閉 塞 部 材 を 構 成 す る 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 一 部 で あ る 前 記 凹 溝 ２ ６
に 対 向 す る 部 位 の 下 面 に も 略 半 円 形 状 の 凹 溝 ２ ９ が 形 成 さ れ 、 前 記 凹 溝 ２ ６ に 上 方 の 開 口
か ら 提 手 １ ４ の 支 持 軸 ２ ４ を 挿 入 し て 、 該 支 持 軸 ２ ４ を 凹 溝 ２ ６ に 遊 嵌 状 態 で 回 動 自 在 に
支 持 さ せ た 後 、 電 槽 蓋 １ ２ の 上 面 に 前 記 排 気 覆 蓋 ２ ８ を 熱 溶 着 等 で 結 着 す る 作 業 と ほ ぼ 同
時 に 、 該 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 一 部 で 凹 溝 ２ ６ の 開 口 を 覆 っ て 閉 じ る よ う に す る 。 従 っ て 、 前 記
閉 塞 部 材 で あ る 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 一 部 が 凹 溝 ２ ６ の 開 口 近 傍 の 電 槽 蓋 １ ２ に 熱 溶 着 等 に よ り
結 着 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 前 記 凹 溝 ２ ６ が 上 方 に 開 口 し て い る が 、 支 持 軸 ２ ４
の 軸 線 に 平 行 な 面 に 沿 っ て 開 口 し て い れ ば 、 上 方 以 外 に 斜 め 方 向 又 は 横 方 向 に 開 口 し て い
て も よ い 。 換 言 す れ ば 、 従 来 技 術 （ 図 ８ 参 照 ） に 記 載 さ れ た よ う な 支 持 ピ ン ７ の 軸 線 に 直
交 す る 面 に 沿 っ て 横 穴 ８ が 開 口 す る よ う な 方 向 に 開 口 し て い な け れ ば よ い 。 ま た 、 前 記 凹
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溝 ２ ９ が あ る と 、 支 持 軸 ２ ４ を 円 滑 に 回 動 さ せ る 上 で 好 ま し い が 、 無 く て も 支 持 軸 ２ ４ を
回 動 さ せ る こ と が 可 能 な の で 必 ず し も 必 要 で は な い 。 凹 溝 ２ ９ が 無 い 場 合 に は 、 排 気 覆 蓋
２ ８ の 一 部 に 肉 厚 を 少 し 大 き く し て 、 そ の 肉 厚 部 分 を 凹 溝 ２ ６ 内 に 入 れ 、 支 持 軸 ２ ４ と の
隙 間 を 少 な く し て 支 持 軸 ２ ４ の が た つ き を 無 く す よ う に す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 図 ３ 、 ４ に お い て 、 ３ ０ 、 ３ １ は 、 電 槽 蓋 １ ２ に お け る 凹 溝 ２ ６ 及 び 排 気 覆 蓋 ２ ８
に お け る 凹 溝 ２ ９ の 近 傍 で 、 こ れ ら 凹 溝 ２ ６ 、 ２ ９ に 平 行 に 形 成 さ れ た 小 突 条 で あ り 、 排
気 覆 蓋 ２ ８ の 一 部 で 前 記 凹 溝 ２ ９ の 開 口 を 覆 っ て 閉 じ る 際 、 両 小 突 条 ３ ０ 、 ３ １ が 熱 融 着
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 凹 溝 ２ ６ 近 傍 に お け る 電 槽 蓋 １ ２ と 排 気 覆 蓋 ２ ８ 同 士 の 結 着 が 強 固
に な り 、 万 一 、 支 持 軸 ２ ４ の 力 で 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 一 部 が 剥 が れ て 持 ち 上 げ ら れ る よ う な こ
と が 生 じ て も 、 該 部 位 を 除 く 排 気 覆 蓋 ２ ８ 全 体 が 電 槽 蓋 １ ２ か ら 剥 が れ て ガ ス 漏 れ を 生 じ
る よ う な こ と が な く 、 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 機 能 が 保 持 す る こ と が で き る の で 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 実 施 形 態 の 蓄 電 池 用 提 手 構 造 は 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 。 な お 、 図 １ （ ａ ） 、 図 ２ に お
い て 、 ３ ２ は 矩 形 状 の 電 槽 蓋 １ ２ の 中 央 部 に 該 蓋 の 長 手 軸 線 方 向 に 形 成 さ れ た 電 解 液 注 入
部 で あ り 、 本 実 施 形 態 が 適 用 さ れ る 蓄 電 池 は ６ セ ル の モ ノ ブ ロ ッ ク 式 鉛 蓄 電 池 で 、 ６ 個 の
電 解 液 注 入 部 ３ ２ を 有 す る 。 ３ ４ は 電 槽 蓋 １ ２ の 周 縁 部 を 囲 む 囲 枠 、 ３ ６ は 電 槽 １ ０ に 連
通 す る 排 気 筒 、 ３ ８ は 該 排 気 筒 ３ ６ 内 に 配 置 さ れ た 排 気 フ ィ ル タ 、 ４ ０ は 排 気 ノ ズ ル 、 ４
２ は 端 子 、 ４ ４ は テ レ ベ ル 栓 で あ る 。 ま た 、 ５ ７ は 電 槽 蓋 １ ２ に 形 成 さ れ た 排 気 室 で 、 多
数 の 防 沫 板 ５ ８ に よ り 迷 路 に 形 成 さ れ 、 電 槽 １ ０ 内 で 発 生 し た ガ ス を 排 気 フ ィ ル タ ３ ８ へ
導 き 、 排 気 ノ ズ ル ４ ０ よ り 外 部 へ 放 出 さ せ る 。 ５ ９ は 排 気 室 ５ ７ 内 へ ガ ス を 導 く ガ ス 導 入
孔 、 ６ ０ は 排 気 室 ５ ７ 内 に 入 っ た 電 解 液 を 電 槽 １ ０ 内 に 戻 す 還 流 孔 、 ６ １ は ガ ス 導 入 孔 ５
９ の 前 面 に 設 け た 防 沫 板 で あ る 。 な お 、 閉 塞 部 材 は 排 気 覆 蓋 ２ ８ と は 独 立 し て 別 個 に 設 け
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 蓄 電 池 用 提 手 構 造 に よ る と 、 提 手 １ ４ の 両 脚 部 ２ ０ を 広 げ る こ と な く 、 提 手 １ ４
の 支 持 軸 ２ ４ を 電 槽 蓋 １ ２ 側 の 凹 溝 ２ ６ に 円 滑 に 挿 入 す る こ と が 可 能 に な る の で 、 提 手 １
４ を 丈 夫 で 剛 性 の あ る 部 材 又 は 構 造 の も の で 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 凹 溝 ２ ６ の 開
口 を 閉 塞 部 材 で 覆 っ て 閉 じ る 構 造 な の で 、 閉 塞 部 材 及 び そ の 電 槽 蓋 １ ２ へ の 取 付 強 度 を 大
き く す る こ と が 可 能 に な り 、 支 持 軸 ２ ４ に 作 用 す る 力 で 閉 塞 部 材 が 凹 溝 ２ ６ か ら 容 易 に 外
れ る よ う な こ と が な く 、 提 手 構 造 の 強 度 が 強 固 に な る 。 従 っ て 、 蓄 電 池 の 重 量 が 重 く な っ
て も 、 蓄 電 池 を 持 ち 運 ぶ 際 、 提 手 １ ４ が 撓 ん で 支 持 軸 ２ ４ が 凹 溝 ２ ６ か ら 抜 け た り 、 提 手
１ ４ 自 体 が 壊 れ た り す る よ う な こ と が な く 、 長 寿 命 で 長 期 間 の 使 用 に 耐 え 、 信 頼 性 を 高 め
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 前 記 回 動 軸 部 １ ６ の 支 持 軸 ２ ４ が 提 手 １ ４ の 両 脚 部 ２ ０ の 内
側 壁 に 両 脚 部 ２ ０ を 連 結 す る よ う に 突 設 さ れ 、 支 持 軸 ２ ４ が 挿 入 さ れ た 凹 溝 ２ ６ の 開 口 が
両 脚 部 ２ ０ 間 に お い て 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 一 部 で 覆 わ れ て 閉 じ ら れ て い る と 、 提 手 １ ４ の 強 度
が 更 に 大 き く な る ほ か 、 支 持 軸 ２ ４ と 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 接 触 面 積 が 大 き く な っ て 蓄 電 池 を 持
ち 上 げ た と き に 支 持 軸 ２ ４ 及 び 排 気 覆 蓋 ２ ８ に 作 用 す る 荷 重 が 支 持 軸 ２ ４ の 軸 線 方 向 に 沿
っ た 等 分 布 荷 重 に な り 、 支 持 軸 ２ ４ 及 び 排 気 覆 蓋 ２ ８ に 作 用 す る 単 位 長 （ 単 位 面 積 ） 当 た
り の 荷 重 が 小 さ く な る の で 、 提 手 構 造 が よ り 強 固 に な り 、 提 手 構 造 の 安 全 性 、 信 頼 性 を 更
に 高 め る こ と が で き る 。 更 に 、 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 一 部 が 凹 溝 ２ ６ の 開 口 を 閉 じ る 閉 塞 部 材 を
兼 ね る よ う に な っ て い る と 、 別 個 の 閉 塞 部 材 を 用 意 す る 必 要 が な く な り 、 提 手 構 造 の 部 品
点 数 、 取 付 工 数 が 少 な く て 済 み 、 提 手 構 造 が 簡 単 で 安 価 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ５ は 前 記 回 動 軸 部 １ ６ と は 異 な る 構 成 の 回 動 軸 部 ４ ６ を 拡 大 し て 示 す 一 部 断 面 平 面 図 で
あ る 。 こ の 回 動 軸 部 ４ ６ は 、 各 提 手 １ ４ の 両 脚 部 ２ ０ の 各 内 側 壁 に 、 前 記 両 脚 部 ２ ０ を 連
結 す る 支 持 軸 ２ ４ に 代 え て 、 内 方 に 同 軸 上 に 突 設 さ れ る 短 長 ピ ン 状 の ２ 個 の 支 持 軸 ４ ８ と
、 電 槽 蓋 １ ２ の 上 面 に 支 持 軸 ４ ８ の 軸 線 に 平 行 な 面 に 沿 っ て 開 口 す る よ う に 、 図 示 の も の
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で は 、 上 方 に 開 口 す る よ う に 支 持 軸 ４ ８ の 軸 線 方 向 に 形 成 さ れ 、 挿 入 さ れ た 支 持 軸 ４ ８ を
回 動 自 在 に 支 持 す る 略 半 円 形 状 の 凹 溝 ５ ０ と 、 前 記 提 手 １ ４ の 両 脚 部 ２ ０ 間 に お い て 、 支
持 軸 ４ ８ が 挿 入 さ れ た 凹 溝 ５ ０ の 開 口 を 覆 っ て 閉 じ る 閉 塞 部 材 、 即 ち 、 前 記 電 槽 蓋 １ ２ の
上 に 熱 溶 着 等 に よ り 結 着 さ れ る 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 一 部 と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ６ は 更 に 異 な る 構 成 の 回 動 軸 部 ５ ２ を 拡 大 し て 示 す 一 部 断 面 平 面 図 で あ る 。 こ の 回 動 軸
部 ５ ２ は 、 各 提 手 １ ４ の 両 脚 部 ２ ０ の 各 外 側 壁 に 外 方 へ 同 軸 上 に 突 設 さ れ る 短 長 ピ ン 状 の
２ 個 の 支 持 軸 ５ ４ と 、 電 槽 蓋 １ ２ の 上 面 に 支 持 軸 ５ ４ の 軸 線 に 平 行 な 面 に 沿 っ て 開 口 す る
よ う に 、 図 示 の も の で は 、 上 方 に 開 口 す る よ う に 支 持 軸 ５ ４ の 軸 線 方 向 に 形 成 さ れ 、 挿 入
さ れ た 支 持 軸 ５ ４ を 回 動 自 在 に 支 持 す る 略 半 円 形 状 の 凹 溝 ５ ６ と 、 前 記 提 手 １ ４ の 両 脚 部
２ ０ の 各 外 側 に お い て 、 支 持 軸 ５ ４ が 挿 入 さ れ た 凹 溝 ５ ６ の 開 口 を 覆 っ て 閉 じ る 閉 塞 部 材
、 即 ち 、 前 記 電 槽 蓋 １ ２ の 上 に 熱 溶 着 等 に よ り 結 着 さ れ る 排 気 覆 蓋 ２ ８ の 一 部 と で 構 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 回 動 軸 部 ４ ６ 、 ５ ２ を 備 え た 蓄 電 池 用 提 手 構 造 も 、 回 動 軸 部 １ ６ を 備 え た 提 手 構 造 と
同 様 に 、 提 手 １ ４ の 両 脚 部 ２ ０ を 広 げ る こ と な く 、 提 手 １ ４ を 電 槽 蓋 １ ２ に 回 動 自 在 に 支
持 さ せ る こ と が 可 能 に な り 、 前 記 し た よ う に 、 提 手 構 造 が 簡 単 、 強 固 に な り 、 長 寿 命 で 安
価 に 得 る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
前 記 実 施 形 態 の 提 手 構 造 は い ず れ も 提 手 １ ４ が ２ 個 の 場 合 で あ る が 、 提 手 １ ４ が １ 個 の 場
合 、 又 は 、 ３ 個 以 上 の 場 合 に も 適 用 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。 ま た 、 各 提 手 １ ４ は 両
脚 部 ２ ０ の 内 側 壁 に 両 脚 部 ２ ０ を 連 結 す る よ う に 支 持 軸 ２ ４ を 突 設 す る と 共 に 、 更 に 両 脚
部 ２ ０ の 外 側 壁 に 、 図 ６ に 示 す よ う な 短 長 ピ ン 状 の ２ 個 の 支 持 軸 ５ ４ を 外 方 へ 支 持 軸 ２ ４
と 同 軸 上 に 突 設 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 蓄 電 池 用 提 手 構 造 に よ る と 、 提 手 と 、
そ の 提 手 を 電 槽 の 開 口 部 を 閉 じ る 電 槽 蓋 に 回 動 自 在 に 支 持 す る 回 動 軸 部 と を 備 え た も の に
お い て 、 前 記 回 動 軸 部 が 提 手 の 両 脚 部 に 設 け ら れ た 支 持 軸 と 、 電 槽 蓋 に 支 持 軸 の 軸 線 に 平
行 な 面 に 沿 っ て 開 口 す る よ う に 形 成 さ れ 、 挿 入 さ れ た 支 持 軸 を 回 動 自 在 に 支 持 す る 凹 溝 と
、 支 持 軸 が 挿 入 さ れ た 凹 溝 の 開 口 を 覆 っ て 閉 じ る 閉 塞 部 材 と で 構 成 さ れ る の で 、 提 手 の 両
脚 部 を 広 げ る こ と な く 、 提 手 の 支 持 軸 を 電 槽 蓋 側 の 凹 溝 に 円 滑 に 挿 入 す る こ と が 可 能 に な
る 。 ま た 、 凹 溝 の 開 口 を 閉 塞 部 材 で 覆 っ て 閉 じ る 構 造 な の で 、 閉 塞 部 材 と そ の 電 槽 蓋 へ の
取 付 強 度 を 大 き く す る こ と が 可 能 に な り 、 支 持 軸 に 作 用 す る 力 で 閉 塞 部 材 が 凹 溝 か ら 容 易
に 外 れ る よ う な こ と が な く 、 提 手 構 造 の 強 度 が 強 固 に な る 。 従 っ て 、 蓄 電 池 の 重 量 が 重 く
な っ て も 、 蓄 電 池 を 持 ち 運 ぶ 際 、 提 手 が 撓 ん で 支 持 軸 が 凹 溝 か ら 抜 け た り 、 提 手 自 体 が 壊
れ た り す る よ う な こ と が な く 、 長 寿 命 で 長 期 間 の 使 用 に 耐 え 、 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 蓄 電 池 用 提 手 構 造 は 、 請 求 項 １ 記 載 の も の に お い て 、 前 記
回 動 軸 部 の 支 持 軸 が 提 手 の 両 脚 部 の 内 側 壁 に 両 脚 部 を 連 結 す る よ う に 突 設 さ れ 、 支 持 軸 が
挿 入 さ れ た 凹 溝 の 開 口 が 両 脚 部 間 に お い て 、 電 槽 蓋 に 形 成 さ れ た 排 気 室 上 面 を 覆 う 排 気 覆
蓋 の 一 部 で 覆 わ れ て 閉 じ ら れ て い る の で 、 提 手 の 強 度 が 更 に 大 き く な る ほ か 、 支 持 軸 と 排
気 覆 蓋 の 接 触 面 積 が 大 き く な る た め 、 蓄 電 池 を 持 ち 上 げ た と き に 支 持 軸 及 び 排 気 覆 蓋 に 作
用 す る 荷 重 が 支 持 軸 の 軸 線 方 向 に 沿 っ た 等 分 布 荷 重 に な り 、 支 持 軸 及 び 排 気 覆 蓋 に 作 用 す
る 単 位 長 （ 単 位 面 積 ） 当 た り の 荷 重 が 小 さ く な っ て 、 提 手 構 造 が よ り 強 固 に な り 、 提 手 構
造 の 安 全 性 、 信 頼 性 を 更 に 高 め る こ と が で き る 。 更 に 、 排 気 覆 蓋 の 一 部 が 凹 溝 の 開 口 を 閉
じ る 閉 塞 部 材 を 兼 ね る た め 、 別 個 の 閉 塞 部 材 を 用 意 す る 必 要 が な く な り 、 提 手 構 造 の 部 品
点 数 、 取 付 工 数 が 少 な く て 済 み 、 提 手 構 造 が 簡 単 で 安 価 に 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 蓄 電 池 用 提 手 構 造 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 （ ａ ） は 平 面 図 、 （
ｂ ） は （ ａ ） の Ｘ － Ｘ 線 矢 視 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 提 手 構 造 か ら 排 気 覆 蓋 を 取 り 除 い た 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ （ ａ ） の 回 動 軸 部 の 丸 印 Ａ 部 分 を 拡 大 し て 示 す 右 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 回 動 軸 部 を 拡 大 し て 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ 、 ４ の 回 動 軸 部 と は 異 な る 回 動 軸 部 を 拡 大 し て 示 す 一 部 断 面 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ 、 ４ 及 び 図 ５ の 回 動 軸 部 と は 更 に 異 な る 回 動 軸 部 を 拡 大 し て 示 す 一 部 断 面 平
面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 蓄 電 池 用 提 手 構 造 に お い て 、 提 手 を 直 立 さ せ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 蓄 電 池 用 提 手 構 造 に お け る 回 動 軸 部 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 電 槽
１ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 電 槽 蓋
１ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 提 手
１ ６ 、 ４ ６ 、 ５ ２ 　 　 　 　 回 動 軸 部
１ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 握 り 部
２ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 脚 部
２ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 凹 部
２ ４ 、 ４ ８ 、 ５ ４ 　 　 　 　 支 持 軸
２ ６ 、 ２ ９ 、 ５ ０ 、 ５ ６ 　 凹 溝
２ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 気 覆 蓋
３ ０ 、 ３ １ 　 　 　 　 　 　 　 小 突 条
３ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 電 解 液 注 入 部
３ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 囲 枠
３ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 気 筒
３ ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 気 フ ィ ル タ
４ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 気 ノ ズ ル
４ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 端 子
４ ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 テ レ ベ ル 栓
５ ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 気 室
５ ８ 、 ６ １ 　 　 　 　 　 　 　 防 沫 板
５ ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ガ ス 導 入 孔
６ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 還 流 孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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